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あ
ま
り
広
く
な
い
、
我
家
の
畑
に
は
少
し

ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
年
間
40
種
類
程
の

野
菜
を
作
っ
て
い
ま
す
。
畑
に
行
く
と
「
野

菜
の
皆
さ
ん
今
日
は
、
ば
ぁ
ば
が
来
た
よ
元

気
に
し
て
居
る
」
帰
る
時
は
「
ば
ぁ
ば
帰
る

よ
又
来
る
か
ら
ね
」と
挨
拶
を
し
て
帰
り
ま
す
。

　

出
来
る
だ
け
殺
虫
剤
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

少
し
の
化
学
肥
料
と
堆
肥
を
使
う
事
に
し
て

い
ま
す
。
お
日
様
、
雨
、
風
の
自
然
も
大
切

で
す
。
そ
の
せ
い
か
家
族
は
ト
マ
ト
の
味
が

濃
く
、
の
っ
ぺ
の
里
芋
も
美
味
し
い
と
言
っ

て
く
れ
ま
す
。

　

野
菜
を
乾
燥
し
た
り
塩
漬
、
冷
凍
に
し
て

越
冬
用
に
し
て
い
ま
す
。
先
日
雪
を
被
っ
た

イ
タ
リ
ア
ン
パ
セ
リ
を
収
穫
し
新
鮮
で
美
味

で
し
た
。
ジ
ャ
ガ
芋
や
さ
つ
ま
芋
を
掘
る
と

土
竜(

も
ぐ
ら)

や
鼠(

ね
ず
み)

が

土
の
中
に
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
て
、
フ
カ

フ
カ
に
し
て
芋
が
育
ち
ま
せ
ん
。
土
竜

と
ば
ぁ
ば
半
分
ず
つ
に
分
け
て
喰
う
て

い
ま
す
と
話
し
た
ら
、
土
竜
は
彼
岸
花

が
嫌
い
な
の
だ
そ
う
で
す
。
球
根
を
持
っ

て
い
る
人
か
ら
頂
戴
す
る
こ
と
に
し
て
、

昨
年
の
秋
風
が
立
つ
頃
に
沢
山
球
根
を

頂
き
、
土
竜
が
来
な
い
と
良
い
な
と
思

い
、
彼
岸
に
な
っ
た
ら
赤
い
花
が
沢
山

咲
く
と
美
し
い
だ
ろ
う
と
、
今
か
ら
ワ

ク
ワ
ク
し
な
が
ら
待
っ
て
い
ま
す
。

（天ヶ沢）

城丸玲子
さん

「
野
菜
た
ち
と
私
」

小須戸小からのお知らせ

　小須戸小学校６年生が提案し

ます。大好きな小須戸の未来が

こうあってほしいという願いを

実現するための提案です。

日　時　 ３月４日（月）

　　　　 午前 11時～11時 45分

会　場　 小須戸まちづくり

　　　　 センター３階　ホール

地域の皆さんから大勢聞きに来て

いただきたいと思います。

「私たちが考える小須戸の未来」

発 行 小須戸地区公民館
〒956-0101
新潟市秋葉区小須戸120番地5
ＴＥＬ
ＦＡＸ
 E-mail kosudo.co@city.niigata.lg.jp

(0250)25－5715
(0250)38－5210

編 集 公民館報編集委員会
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平
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無
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願
い

　日本一の規模を誇る第42回日本

ボケ展が開催されます。

　期間中、約１万鉢ものボケの花が

展示即売され、日本ボケ協会員と県

内外のアマチュア愛好家との合同

作品展も同時開催されます。

ぜひ一度ご覧になってみてくださ

い。

期　日　３月１日（金）～10日（日）

　　　　９時～17時

　　　　ただし、最終日は16時まで

会　場　うららこすど

問い合わせは「うららこすど」

　　　　　　  ☎0250-38-5430

日本ボケ展日本ボケ展
　　開催のお知らせ　　開催のお知らせ
日本ボケ展日本ボケ展
　　開催のお知らせ　　開催のお知らせ
日本ボケ展
　　開催のお知らせ

語り継ぐ小須戸の文化語り継ぐ小須戸の文化
～資料で楽しむ小須戸の歴史編～講座を終えて～資料で楽しむ小須戸の歴史編～講座を終えて

語り継ぐ小須戸の文化
～資料で楽しむ小須戸の歴史編～講座を終えて

クリスマス会おはなし会クリスマス会おはなし会クリスマス会おはなし会

　

小
正
月
恒
例
行
事
の
「
う
ら
ら
こ
す
ど
の

さ
い
の
神
」
が
１
月
13
日
（
日
）
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

餅
つ
き
を
行
っ
た
後
、
来
場
者
に
美
味
し

い
汁
餅
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て「
鎌

倉
神
楽
連
中
」
の
皆
さ
ん
か
ら
、
か
ぐ
ら
舞

い
が
披
露
さ
れ
、
厄
除
け
で
頭
を
噛
ん
で
も

ら
い
泣
き
出
す
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。

　

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
っ
た
後
、
屋

外
の
さ
い
の
神
会
場
で
は
、
竹
と
わ
ら
で
組

ん
だ
や
ぐ
ら
の
前
で
「
無
病
息
災
」「
家
内

安
全
」「
商
売
繁
盛
」
な
ど
を
願
っ
て
お
祓

い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
点
火
が
行
わ
れ
一
年
の
平
穏
無

事
を
願
う
２
０
０
人
の
来
場
者
の
気
持
ち
が

天
ま
で
と
ど
く
か
の
よ
う
に
一
瞬
に
し
て
炎

と
煙
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
小
正
月
行
事
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
中
で
、
伝
統
と
絆
を
大
切
に
す
る
こ
う
し

た
取
り
組
み
は
大
変
貴
重
で
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

小
須
戸
の
歴
史
を
学
ぶ
地
域
学
講
座

も
今
年
で
４
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
今

年
は
「
江
戸
～
明
治
の
小
須
戸
の
人
々

の
暮
ら
し
」
を
テ
ー
マ
に
様
々
な
古
文

書
や
資
料
を
基
に
辿
り
ま
し
た
。
講
師

は
い
つ
も
の
元
小
須
戸
町
史
編
纂
委
員

の
木
村
宗
文
さ
ん
と
元
小
須
戸
町
役
場

職
員
の
青
木
達
男
さ
ん
に
お
願
い
し
ま

し
た
。

　

小
須
戸
の
昔
を
知
り
た
い
と
思
わ
れ

る
方
は
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
が
、
江
戸
末
期
以
前
の

も
の
は
、
あ
ま
り
資
料
が
み
つ
け
ら
れ

な
い
の
が
現
実
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
そ

れ
が
大
事
な
も
の
だ
と
認
識
し
、
残
そ

う
と
思
っ
て
保
管
し
な
い
限
り
、
廃
棄

ま
た
は
紛
失
、
焼
失
し
て
し
ま
う
も
の

が
ほ
と
ん
ど
だ
か
ら
で
す
。
歴
史
講
座

を
組
み
立
て
る
上
で
大
切
な
こ
と
は
、

資
料
と
な
る
べ
き
物
が
残
っ
て
い
る
か
？

そ
れ
を
裏
付
け
す
る
他
の
物
が
あ
る
か
？

そ
の
古
文
書
を
解
読
で
き
る
講
師
が
い

る
か
？
等
で
す
。

　

今
回
、
こ
の
「
江
戸
～
明
治
の
小
須

戸
の
人
々
の
暮
ら
し
」
は
小
須
戸
に
お

ら
れ
た
先
人
達
の
見
え
な
い
力
に
導
か

れ
る
よ
う
に
、
資
料
と
講
師
達
が
出
会

い
、
構
成
さ
れ
出
来
た
も
の
で
し
た
。

緻
密
で
正
確
な
古
地
図
や
文
書
を
書
い

た
先
人
、
大
事
な
も
の
と
認
識
し
保
管

し
続
け
て
く
れ
た
先
人
、
そ
し
て
そ
の

古
文
書
を
解
読
し
わ
か
り
や
す
く
説
明

で
き
る
講
師
、
そ
れ
を
デ
ー
タ
化
で
き

る
講
師
、
そ
し
て
学
び
に
来
て
く
れ
た

受
講
生
。
た
く
さ
ん
の
見
え
な
い
繋
が

り
が
一
つ
の
講
座
を
作
り
上
げ
た
の
で

す
。
こ
の
う
え
な
い
時
間
で
し
た
。

　読み聞かせボランティア「おは

なしぽけっと」の皆さんによる「お

はなしのせかいへクリスマス会」

が 12 月 15 日（土）、まちづくり

センターで行われました。

　◆おはなし「しおちゃんとこ

しょうちゃん」 ◆えほん「まよな

かのゆきだるま」「さんかくサンタ」

「ケーキやけました」の語りと絵

本の読み聞かせに子どもも大人も

聞き入っていました。

　最後に、素敵なクリスマスプレ

ゼントに子どもたちは大喜びして

いました。
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お
気
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応
援
・
見
学
大
歓
迎
！！　

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
！

花野 古町

笹 団五郎

☆
開 

催 

日　

３
月
３
日(

日)

☆
時　
　

間　

午
前
９
時
か
ら
競
技
開
始

☆
会　
　

場　

小
須
戸
体
育
館(

横
川
浜)

☆
試
合
方
法　

11
本
先
取
３
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ

☆
競
技
種
目　

◆
個
人
Ａ
ク
ラ
ス…

卓
球
大
会
の
出
場
経
験
が
あ
る
人

　

女
性
に
は
１
セ
ッ
ト
３
点
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
有
り
ま
す
。

◆
個
人
Ｂ
ク
ラ
ス(

男
女
別)…

　

卓
球
大
会
の
出
場
経
験
が
な
い
人

◆
小
学
生
ク
ラ
ス…

小
学
１
年
生
～
６
年
生

◆
混
合
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
ク
ラ
ス…

　

男
女
と
も
に
卓
球
大
会
の
出
場
経
験
が
あ
る
人

◆
混
合
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ
ク
ラ
ス…

　

男
女
と
も
に
卓
球
大
会
の
出
場
経
験
が
な
い
人

◆
親
子
ラ
リ
ー…

制
限
時
間
３
分
の
間
に
ど
れ
だ
け
ラ
リ
ー
が
続
く

か
を
競
い
ま
す
。
小
学
生
の
子
ど
も
と
親
・
祖
父
母
な
ど
と
の
ペ
ア
。

☆
特
製
ラ
ケ
ッ
ト
を
使
用
し
ま
す
。

　

（
写
真
参
照
）

☆
主　
　

催　

に
い
が
た
ボ
ケ
１
ス
リ
ッ
パ
卓
球
大
会
実
行
委
員
会

１０１０

※

初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
、興
味
の
あ
る
方
へ

　

ス
リ
ッ
パ
卓
球
の
練
習
、体
験
が
で
き
ま
す

☆
日　

時 

２
月
26
日

（火）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
～
９
時

☆
会　

場 

小
須
戸
体
育
館

☆
対　

象 

小
学
生（
保
護
者
同
伴
）か
ら

　
　
　
　

 

一
般
ま
で

☆
持
ち
物 

内
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

　
　
　
　

 

（
ラ
ケ
ッ
ト
は
お
貸
し
し
ま
す
）

参
加
費
無
料
・
当
日
直
接
会
場
へ　

今年も応援に来るよ！特製ラケット昨年の大会の様子

▲「無病息災」天までとどけ（さいの神）

▲獅子から頭を噛んでもらって厄除け

第２回目：明治20年 横水村の土地更正図

　　　　　（原本）に見入る受講生の皆さん

大勢の方が来てくれました

第３回目：小柳家「西国巡礼道中記」（1823）

　　　　　江戸時代の旅の様子を受講中

ひ
と
と
き

ち

み

つ



　１月17日（木）、ふれあい会館にて新潟県防犯アドバイザーの中野小路た

かまろさんを講師に迎え、防犯漫談が行われました。振り込め詐欺の手口

や防止策の他、「敵はだましのプロ！甘くみたら怪我すんぞ！」「健康に毎

日過ごすにはサプリメントや薬でもねんぞー。笑って生活するのが１番良

いんだがね！笑てれば病気にならねて！」「今日聞いた事忘れなさんや！」

と、親しみのある新潟弁で面白おかしく参加者に問いかけながら終始笑い

声が絶えない漫談になりました。

山
の
手
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

小
須
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

新春✿
笑って正月ボケを吹き飛ばせ！

在郷町小須戸　ひな・町屋めぐり
  小須戸コミ協と秋葉区自治協議会の協同事業「在郷町小須戸 ひな・町屋

めぐり」が 1月12日より始まり地域内外から多くの方が訪れています。

　今年は地域の皆様がお持ちのひな人形を貸して下さいと呼びかけたとこ

ろ、多くの方からおひなさまをお借りすることができました。また、大切

に保管していたけど、家ではもう飾らないので地域の皆様に見ていただけ

ればと、ご寄付いただいたおひなさまもたくさんあります。小須戸・矢代

田地区はもとより中央区や長岡市の方からもひな人形を寄付していただき

ました。ご協力ありがとうございました。町屋ギャラリー薩摩屋とまちづ

くりセンターをメイン会場とし、金融機関や商店など約30ヶ所にひなかざ

りを展示中です。ピンクののぼりを目印におひなさまめぐりはいかがでしょ

うか。
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初
句
会
花
の
傘
寿
の
揃
ひ
け
り　
　
　
　
　

中

野

太

浪

大
晦
日
越
え
て
座
れ
ば
八
十
路
坂　
　
　
　

吉

田

松

子

つ
つ
が
な
く
傘
寿
の
顔
や
初
鏡　
　
　
　
　

馬

場

綾

子

平
成
の
最
後
傘
寿
の
賀
状
書
く　
　
　
　
　

風

間

幸

子　
　
　
　

初
釜
や
落
雁
〝お
か
め〟
の
ゑ
が
ほ
あ
り 　

佐
久
間
久
子

「
幸
せ
だ
な
あ
」八
十
路
も
半
ば
お
ら
が
春　
　

馬

場

高

志　
　

健
康
を
た
だ
健
康
を
初
詣　
　
　
　
　
　
　

吉

澤

文

子

お
正
月
孫
の
顔
見
て
元
気
な
る　
　
　
　
　

丸

山

紀

子

た
い
そ
う
な
初
糶
の
値
や
黒
マ
グ
ロ　
　
　

間

野

え

り

あ
り
が
た
や
今
一
日
の
睦
月
晴　
　
　
　
　

本

多

玲

子

祝
膳
を
皆
ん
な
で
い
た
だ
く
初
句
会　
　
　

熊
倉
ひ
ろ
む　
　
　
　

初
鏡
も
う
歳
な
ん
か
数
え
ま
い　
　

  　
　

増

井

都

留

寒
風
に
負
け
ず
新
年
初
歩
き　
　
　
　
　
　

会

田　

修

わ
た
し
主
婦
三
ヶ
日
で
も
お
さ
ん
ど
ん　

  

浄　
　
　

栄

ワ
ン
コ
イ
ン
両
手
に
余
る
願
い
事　
　
　
　

保

科

志

枝

ス
タ
ー
ト
に
気
張
ら
ぬ
亀
の
マ
イ
ペ
ー
ス　

能
登
と
し
お

レ
ッ
テ
ル
の
読
め
ぬ
洋
酒
を
買
い
並
べ  　

渡

辺

信

子

初
詣
優
し
い
響
き
清
々
し　
　
　
　
　
　
　

奉　

和　

崇

忘
れ
ま
い
中
越
地
震
よ
く
耐
え
た

　

健
や
か
願
う
十
四
の
祝
い　
　
　
　

    

榎

本

和

代

病
む
人
の
待
合
室
は
一
様
に

　

無
表
情
に
て
呼
ば
る
る
を
待
つ　
　
　
　

久
保
ミ
ネ
子

孫
家
族
遠
い
異
国
の
空
の
下

　

幸
せ
祈
る
夜
明
け
の
日
日
に　
　
　
　
　

吉
田
ま
つ
え

蕗
の
と
う
庭
の
一
隅
雪
の
下

　

蕗
味
噌
作
り
春
を
味
わ
ふ　
　
　
　
　
　

玲　
　
　

泉

佐
渡
ヶ
島
手
届
き
そ
う
に
浮
か
ん
で
る

　

年
の
始
め
の
静
か
な
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ニュースポーツ

体験day
ニュースポーツ

体験day
ニュースポーツ

体験day
　寒い日々、少し動いて
温まりましょう！
日　時　３月２日（土）
午前９時30分～11時30分
会　場
小須戸地区ふれあい会館
種　目
カーリンコン・スリッパ卓球
※カーリンコンとは、カーリ
ングを基にした床の上でディ
スクをポイント目掛けて投げ
るニュースポーツ
持ち物
内履き（運動靴）、タオル、
飲み物
※参加費無料、事前申込
不要・当日直接会場へ
主　催
小須戸地区スポーツ振興会
協　賛
小須戸コミ協、山の手コミ協
問合せ
高野（090-4098-4356）






発想伸び伸び 色彩豊か発想伸び伸び 色彩豊か
～第49回県ジュニア美術展受賞～回県ジュニア美術展受賞～

発想伸び伸び 色彩豊か
～第49回県ジュニア美術展受賞～

　新潟県内の子どもたちの美の祭典

「第49回県ジュニア美術展覧会」（新

潟日報社、県教委など主催）の作品

審査が12月４日に行われました。今

回は、県内664の幼稚園・保育園、小・

中学校などから3万521点の応募があ

り、特賞30点、優秀賞190点、奨励賞

1840点が選ばれました。小須戸地域

からは３名の子どもたちが優秀賞、

奨励賞を受賞しました。「工夫したと

ころ」「大変だったところ」などのイ

ンタビューも含めて紹介いたします。

 「うちゅうふくをきて、

おつきさまをとろうと

しているよ」

池上　咲桜 さん

さく ら

（小須戸幼５歳児）

・お月さまのうさぎ
　をかわいく描けた
・はしごを長くお月
　さままで描くのを
　がんばりました

優秀賞

「くじらぐもにのって、

うちゅうへ！」

鈴木琳太楼 さん

りん ろうた

(小須戸小１年)

・キラキラしたスパンコールをボンド
　で張った。スポンジを使い白いくじ
　らぐもを作っ
　た
・人間を描くの
　が大変だった

奨励賞

 「おしりのかめにのっ

て」

中野　天斗 さん

たか と

(矢代田小１年)

・おしりのかめを色んな色を使い、ま
　わりのタコや海草などの海の様子と
　スタンプでのエサなどみんな頑張っ
　て描いた
・描くのに疲れ
　たけど、じょ
　うずに描けて
　とてもうれし
　かった

奨励賞

～第１２回秋葉区展入賞作品紹介～
　12回目となる「秋葉区美術展（区展）」が11月23日から12月２日まで新津美術館
で開催されました。
　小須戸地区関係では奨励賞を４人の方が受賞され、12月２日の表彰式で賞状と
記念品がそれぞれ贈られました。

  村上の鮭を描きま
した。いつもは８号
の大きさで描いてい
ますが、30号で描い
てみました。これか
らも、 元気で続けら
れたらと思っていま
す。

　東蒲原郡旧三川村
にある持倉鉱山跡を
描きました。
　40年以上前に渓流
釣りに出かけたとき、
たまたまこの廃墟と
出会いました。

洋画部門奨励賞
 「 鮭 」
   橘　  朝子 さん （小須戸）

洋画部門奨励賞
 「 想 」
 　髙崎　正道 さん
　　 （小須戸文化協会文化部副部会長）

　いつも同じグラン
ドで走っている人を
グランド脇の背景が
暗くなる場所で撮ら
せてもらいました。
　日本人です。モノ
クロにしてコントラ
ストを強めました。

写真部門奨励賞
 「麦わら帽子の男」
   小見　久雄 さん （小須戸）

　雨の日になった祭り。参加する子ど
もたちが、
晴れるか
心配して
いる様子
を撮らせ
てもらい
ました。

写真部門奨励賞
 「晴れないかなー」
 　風間ヤヨエ さん（新保）
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秋葉区自治協議会提案事業

超かんたん！だれでもできるプランターで生ごみリサイクル！
日時：３月７日（木）午後１時30分から３時　　会場：小須戸まちづくりセンター　２Ｆ研修室
講師：白井智雄さん　　 申込：まちづくりセンター事務室（☎25-7069） 　　　※参加費無料

小須戸コミ協
からのお知らせ


